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歳入は、４年度と比べて約18億円増加しました。主な理由は寄附金や使用料が増加したからです。特にふるさと納税は積
極的に情報を発信した効果で、過去最高額となる約２５億円の収入を達成しました。

一般会計歳入 ６91億２,158万円
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市税
３1６億5,３81万円

（４5．8%）

寄附金・使用料など 
8２億9４0万円
（11．9%）

繰越金３２億２,２0４万円（４．7%）

国庫支出金
9３億9,198万円

（1３．６%）

地方譲与税など
87億5,855万円

（1２．６%）

自主財源 ４３0億8,5２5万円（６２．４%） 依存財源 ２６0億３,６３３万円（３7．６%）

県支出金 ４5億1,２６0万円（６．5%）

令和５年度

西尾市の決算
５年度に納められた税金などが、まちづくり
にどのように使われたのかをお知らせします。
詳しくは右のコードで確認できます。
問財政課（℡６５・２１６６）

いくら収入があって、いくら使ったの？

会 計 名 歳 入
（収益的収入）

歳 出
（収益的支出）

一般会計からの
繰入額

病院事業 89億3,１9１万円 9６億５,4５0万円 １9億7,394万円
水道事業 34億５,884万円 30億６,２4１万円 ２億4,48２万円

下水道事業 38億9,２１２万円 38億６38万円 １7億4,１90万円
渡船事業 １億５,２94万円 １億５,440万円 80万円

企業会計決算

会 計 名 歳 入 歳 出 一般会計からの
繰入額

国民健康保険 １５7億６,9２0万円 １５3億２,６00万円 １１億8１２万円
介護保険 １２６億５,843万円 １２１億６,708万円 １8億7,５99万円

後期高齢者医療 ２５億６,8５3万円 ２５億５,47５万円 ３億8,５03万円
佐久島診療所事業  　５,0５3万円 3,8６8万円 ５00万円

特別会計決算

税金や国からの交付金などの市の収入額（歳入）は、約６9１億円でした。社会保障や学校教育、道路や公園のインフラ整備な
ど、市が公共サービスを提供するために使った金額（歳出）は、約６５５億円でした。歳入と歳出の差額約3６億円は、次の年に
繰り越して使います。

市債は、市の借金にあたるものです。主に公共施設や道
路などの建設財源に使われます。
基金は、市の貯金にあたるものです。５年度末時点で財
政調整基金（約６５億円）など１５基金を設置しています。

市債・基金残高
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企業会計は、地方公営企業法の適用を受け、市が経営す
る事業です。西尾市には４つの企業会計があります。

特別会計は、特定の目的に使うためそれぞれの歳入で運
営する事業です。西尾市には４つの特別会計があります。

市債３３億7,３２0万円（４．9%）

６5４億9,71３万円一般会計歳出
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民生費
２5２億４,６２６万円

（３8．６%）

教育費
105億17６万円
（1６．0%）

衛生費
78億7,1２６万円

（1２．0%）

総務費
６9億３,２5２万円

（10．６%）

公債費
３４億４,３６４万円

（5．３%）

土木費 55億２,４99万円（8．４%）
消防費など 59億7,６70万円（9．1%）

歳出は、４年度と比べて約14億円増加しました。主な理由は公共施設の老朽化に対応したからです。文化会館や学校施設
の改修工事など、先送りできない事業に支出しました。
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企業会計資金不足比率（資金の不足額÷
事業規模）は、比率が高いほど資金不足
であることを表します。西尾市は、全て
の企業会計で資金不足がありません。

標準的な行政サービスに必要な財源を、自力で準備でき
るかを表しており、１を超えれば財源に余裕があるとい
えます。５年度は、0．938でした。これは、県内５4市町
村中2３位で、他自治体と比較しても問題ない数値です。

※６年４月１日現在の人口（１６万9,9２２人）で計算

費 目 名 具 体 例 金 額 4年度からの増減額
民生費 福祉、子育て、医療助成など １4万8,５7６円 １,3２4円
教育費 学校教育、社会教育など ６万１,804円 9,334円
衛生費 健康づくり、ごみ処理など ４万６,3２3円 △4,0１５円
総務費 一般事務、税の徴収など ４万798円 △１,90２円
土木費 道路などの整備・維持管理など ３万２,５１５円 3,２２１円
公債費 市の借金返済 ２万２６６円 3６２円
消防費 消防・救急活動など １万3,１６4円 １,773円
商工費 商工業・観光振興など 8,84６円 △3,５５7円

農林水産業費など 農林水産業の振興、議会運営など １万3,１６２円 ２,２03円

市民１人当たりのお金の使われ方
（１人当たりの合計金額　３8万５，4５4円）

市の財政状況は、安心できる状態？

財政力指数

安心できます。西尾市の財政状況は国が定める指標を上回るものはなく、財政は健全です。国が定める指標の解説は、次
のとおりです。

指 標 内 容 結 果 早期健全化基準

実質赤字比率 一般会計を中心とした赤字の割合 赤字なし 11.５1％

連結実質赤字比率 一般会計のほか、特別・企業会計も含めた全会計の赤字の割合 赤字なし 16.５1％

実質公債費比率 市の平均的な年間収入に対する借金返済額の割合 1.6％ 2５.0％

将来負担比率 市の平均的な年間収入に対する将来に負担が見込まれる負債（借
金）の割合 数値なし ３５0.0％

健全化判断比率は、数値が高いほど財政状況が悪化していることを表します。西尾市は、全ての指標で国の定める「早期
健全化基準」を下回るため、財政は健全であるといえます。

健全化判断比率
（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）

主な事業

私たちの生活に必要な支出
がライフステージによって
変動するように、市の歳出
も「いま必要な分野とその
金額」によって、そのバラ
ンスや規模が変わります。
長期的な視点で未来を見据
え、より多くの市民が幸せ
に暮らせるまちづくりを目
指しています。

企業会計資金不足比率

文化会館の大規模改修工事
施設・設備の老朽化
により、５年度と６
年度に大規模改修工
事を実施。大ホール
の座席幅を広げるほ
か、舞台音響や照明
設備を刷新。１／4㈯に
リニューアルオープ
ン予定

未来共創拠点設置事業
中小企業の持続可能
な経営や市内での起
業・創業、中心市街
地でのまちづくり活
動支援のため、無料
の経営相談窓口・西
尾未来共創拠点「ニ
コラボ」を設置


